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拝啓 

皆様におかれましては、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。そして、平和と民主主義、基本

的人権の護り手として日々たたかっておられることに心から敬意を表します。 

さて、既にお聞き及びの事とは存じますが、“リストラの毒見役”を標榜し、悪名高きブラック企業のメ

ダリストとして名を轟かせている日本ＩＢＭが、『ロックアウト解雇』という、問答無用の首切り攻撃を仕

掛けてきました（※詳細＜攻撃のあらまし＞末尾掲載）。２０１３年７月１５日現在、１０名の組合員が、

この攻撃を絶対に許さず必ず職場復帰を勝ち取る決意を固め、たたかいに立ち上がりました。 

解雇争議の為、闘争資金や生活費に事欠き、原告はたいへん厳しいたたかいを余儀なくされます。勝利

するまで闘い貫き、日本社会に“労働者を使い捨てる普通解雇”を絶対に拡げさせない為に、そして原告

を職場復帰させる為に、皆様のご支援が欠かせません。 

私どもＪＭＩＵは、「支える会」を立ち上げ、全国のなかまに拡げ、このたたかいの勝利の礎を築いてい

きたいと考えております。 

下記の要領で、多くの皆様に入会して頂き、物心両面のご協力を心よりお願い致します。 

敬具 

記 

 

１、入会にあたり、団体、個人の区別なく、年間１０００円／口の会費にご協力をお願い致します。 

※ 大変あつかましいお願いです。可能な限り複数口のご協力を心よりお願い申し上げます。 

２、別紙「支える会入会申込書」に必要事項を記入し、ご提出下さい。メールニュースを中心に、ロック

アウト解雇争議のたたかいの様子などをお知らせしたいと思います。 

３、日本ＩＢＭへの抗議・要請行動、裁判や労働委員会の傍聴、決起集会、宣伝行動、団体・個人署名な

どにお力添えをお願い致します。 

４、「支える会」のホームページ http://jmiu-ibm-sasaerukai.jimdo.com/ に目をお通し下さい。 

５、支える会を全国に拡げることに力をお貸し下さい。 

 

以上 

２０１３年７月２３日 

＜呼びかけ人代表＞ 全日本金属情報機器労働組合（ＪＭＩＵ） 

     東京地方本部 執行委員長 小山内 文春 

〒114-0023 東京都北区滝野川 3-3-1 

TEL：03-5961-5601～2 FAX:03-5961-5603 

 

＜事務局責任者＞   同 南部地区協議会 議長 小泉 隆一 
※ 事務局は当面、南部地区協議会が務めます 

〒141-0031 東京都品川区西五反田 1-16-6 

イルモンドビル 401 号（JMIUアイ・エス・ビー支部内） 

TEL&FAX：03-3490-2974 
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＜攻撃のあらまし＞ 

日本ＩＢＭは、米国ＩＢＭの『生産と業務の拠点を先進国から発展途上国に移管し、人件費を削減

し、さらなる利益追求に邁進する世界戦略』に従って“人減らし”を短期間に大胆に進めています。 

合理的な説明がつかない低評価（※１）を行い、ＰＩＰ（個人業績改善プログラム）を悪用し、“改

善の見込みがない”とレッテルを張って、人権侵害の執拗な退職強要を実行してきました。 

そして「首切りカッター」の異名を持つマーティン・イエッターが社長に就任した直後の２０１２

年７月以降、まさに“ロックアウト解雇”と呼ぶべき手間暇かけない解雇を次々に強行しました。 

標的とされた労働者を終業時刻３０分前に「業務打ち合わせ」を装って会議室に呼び出し、人事ス

タッフが「解雇通告書」を読みあげ、解雇理由の説明も一切なく、質問も無視し、“数日以内に自主退

職を選択しない限り解雇すること”を宣告。そして就業時刻までに荷物をまとめて退社するよう命じ、

犯罪者を扱う様に監視して職場から追い出し、二度と入ることを許さないという手口です。 

２０１２年７月から２０１３年６月末までに組合員だけで２６名もの解雇通告を強行。これは支部

組合員の２割に相当する人数です。会社は、解雇通告総数を明らかにしませんが、明らかに労働組合

員への攻撃を先行させています。雇用と生活を守る為に奮闘しているＪＭＩＵを敵視し、支部役員や

分会役員を狙い撃ちにする不当労働行為、組織攻撃を始めたのです。 

会社は、ＪＭＩＵの職場内の影響力を排除し、“労働組合に頼っても解雇される”ことを示し、抵抗

せず退職強要に応じる労働者を増やすことを狙っています。会社は、判決が出るまでの間に多くの労

働者を辞めさせ、“人件費削減目標を達成する”つもりなのです。 

また、ロックアウト解雇と機を同じくして、低評価をつけた労働者全員の年収を、例外なく１０％

ないし１５％減らす攻撃も開始しました。今後、毎年実行することを公言しています。例えば、３年

連続の低評価で元の賃金の約６５％（※２）に下げられます。新入社員も例外ではなく、低評価を受

ければ初任給をも下回るという異常さです。 

職場を恐怖で支配し、「High Performance Culture」なる標語で絞め付け、残業代の請求さえ許さず、

長時間過密労働を強いています。労働者の健康などお構いなしに徹底的に搾り取ることが狙いです。

これは、日本ＩＢＭで働くすべての労働者に仕掛けられた攻撃です。 

また、日本と米国の財界の要求に応え、安倍政権が画策する“労働・雇用分野の大胆な規制緩和”、

が欲している「日本社会における解雇の自由化」攻撃の先取りです。つまりは日本の労働者全体に仕

掛けられた攻撃です。 

解雇の自由化を許さない世論を喚起しましょう。“整理解雇の四要件”を守り貫きましょう。 

ブラック企業のメダリスト＝日本ＩＢＭとのたたかいを全国に広げ、労働者の生活と権利を守り抜

くたたかいに是非お力をお貸しください。 

支える会への入会を改めてお願いし、攻撃のあらましの結びと致します。 

 

呼びかけ人代表 小山内 文春 

 

※１ 日本ＩＢＭの評価は、完全相対評価です。これは、年初に上司と部下で確認し設定した目標を、年間を通じて超過達

成しても、相対評価で順位付けされた結果が下位１５％に入れられると低評価者として扱われる制度です。年間実績で

超過達成している労働者に、何のために低評価をつけるのか全く理解できません。しかも、誰と比較されて下位１５％

となっているのか開示されず、また、上司に何故低評価なのかを問い合わせてもまともな説明はされません。上司の匙

加減でどうにでもなる評価制度です。この制度を使って組合員をねらい撃ちに低評価を付けているのです。 

※２ 計算式は、０．９（１年目）×０．８５（２年目）×０．８５（３年目）＝０．６５０２５ 約６５％ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇    支える会呼びかけ人支える会呼びかけ人支える会呼びかけ人支える会呼びかけ人    ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇    

 

東京地方労働組合評議会（東京地評） 議長  伊藤 潤一 

 

ＪＭＩＵ東京地方本部 執行委員長   小山内 文春 

同    東部地区協議会議長  鈴木 透 

同    西部地区協議会議長  宮 信晴 

同    南部地区協議会議長  小泉 隆一 

同    北部地区協議会議長  菊池 勝彦 

同    北部地区協議会前議長  上野 昭治 

 


